10- 退職教員謝辞・履歴・研究業績 by unknown
－１９９－
朝倉秀之先生は心底教員である人間総合学部子ども教育学科（幼児児童教育学科） 中島 賢介先輩教職員の皆様には大変僭越ですが、謝辞を述べさせていただきます。手元に１９９０年に発行された『北陸学院１００年史』があります。巻末には「教職員一覧」があり、そこには、（朝倉秀之 一九八二・四 －現 大）と記されています。この年から３５年もの歳月が経っていることになります。私が赴任した２０００年には、先生を始め一覧に掲載されている人もかなり在職していらっしゃいましたが、この１７年間でそのほとんどの方が退職されました。長年北陸学院常務理事としてもお務めになってこられた朝倉先生は、まさに学院の“Walking Dictionary”のお一人であるといえます。短期大学では英語学科長や学生部長、大学では副学長としてご活躍されました。先生は、英米文学がご専門で、１７世紀のイングランド詩人・作家のジョン・ダン研究を続けてこられたほか、死生観に関する書籍も翻訳されています。特にダン研究においては、多方面からのアプローチをされてきました。作家論に徹した研究者の一人でいらっしゃいます。しかし、何にも増して先生の印象は、「心底教員である」ということです。先生と授業の話になると、とても盛り上がります。金森先生を中心にした「授業実践の会」を立ち上げた際には、積極的に参加していただき、授業への思いを共有してくださいました。「授業もできない教員、授業をしたくない教員はやめた方がよい」と熱弁を揮っておられました。礼拝においても腹話術や学生との対話を導入されるなど、常に工夫してこられました。短期大学に採用された際、面接担当のお一人が先生だったこともあり、様々な場面で励ましのお言葉を頂戴しました。勤め始めた頃、大隅恵子学長は、「朝倉先生はね、どんなことがあってもめげない人よ。」と教えてくださいました。確かに、先生にまつわるさまざまなエピソード（これは名誉のため記さないと書けば察しがつく）を知ることとなりますが、先生はそれでもなお、気丈に振舞っておられます。以前教養学科で文学概論の授業を担当したことがあります。その際、学生には詩歌や小説などの創作を大いに奨励しました。学生に「作品を書いたら印刷して大学祭で配布する」と言うと、数名が作品を寄稿してくれました。その話を朝倉先生にお伝えすると、数日後先生はそっと「これ読んでみて」とプリントを差し出されました。何と先生は、ご自分の作品を私にくださったのです。先日行われた最終講義で「若い頃は小説家を目指していた」というお話をされた際、思わず笑みがこぼれてしまいました。これも内緒のお話の一つでしたが、ご寛恕願えると信じています。教員を退職されても、何らかの形で教育には携わっていかれるに違いありません。もしかしたら、あの小説の続きを書いてくださるかもしれません。今から楽しみです。先生の上に主からの大いなる祝福が注がれますよう、心からお祈りいたします。感謝！
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－２００－
履歴・研究業績（２０１８．３現在）氏 名：朝倉 秀之所 属：人間総合学部 子ども教育学科専門分野：英米文学（特に形而上詩人群）、英語教授法研究・指導分野：英語学習教授法、キャリアデザイン分野、プロゼミ、ホスピタリティ論担当科目〈本学において〉英語・、プロゼミ A、キャリアデザイン・、ホスピタリティ論、コミュニケーション・イングリッシュ、プラクティカル・イングリッシュ学 歴１９６６年３月 東北学院大学文経学部英文学科卒業、文学士（１９６２年４月～）１９７２年３月 東北学院大学文学研究科修士課程修了、文学修士（１９７０年４月～）１９８７年７月 英国ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン客員研究員（～１９８８年８月）職 歴１９６６年４月 宮城県宮城学院女子大学教務課勤務（～１９７０年３月）１９７２年４月 北海道北星学園女子中学・高等学校英語科教諭（～１９７５年３月）１９７５年４月 静岡県株式会社スズキエンタープライゼス入社（～１９８２年３月）１９８２年４月 北陸学院勤務（現在に至る）学会等における活動１９８２年７月 日本英文学会（～２０１７年）１９８２年７月 日本シェイクスピア学会（～２０１７年） ２００８年４月 日本ホスピタリティ・マネジメント学会（～２０１７年）社会貢献・活動１９８４年６月 公益社団法人好善社（元ハンセン病者支援団体）理事（現在に至る）２００４年７月 一般財団法人金沢基督教青年会（金沢 YMCA）理事（２００７年５月～理事長）学内における貢献（主な役職、委員会、その他）１９８８年１０月 北陸学院理事就任（現在に至る）１９９０年４月 北陸学院短期大学英語科教授（～２０１７年３月）１９９６年４月 北陸学院事務局長代理を兼務（～１９９６年９月）１９９７年４月 北陸学院短期大学学生部長（～２０１０年３月）２００４年４月 北陸学院短期大学附属英語研究センター研究員（～２００７年３月）
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－２０１－
２００７年４月 北陸学院短期大学附属英語研究センター長（～２００８年３月）２００８年４月 北陸学院大学・短期大学部地域教育開発センター長（～２０１０年３月）２００８年４月 北陸学院大学副学長（～２０１７年３月）２００８年４月 北陸学院大学短期大学部長を兼務（～２０１７年３月）２０１４年４月 北陸学院大学短期大学部コミュニティ文化学科長を兼務（～２０１６年３月）２０１７年４月 北陸学院大学子ども教育学科教授（～２０１８年３月）業 績研究論文１）ジョン・ダンの『第一および第二周年詩』の構造についての一考察、査読あり、東北学院大学文学研究科、１９７１年３月ダンがこの追悼詩を執筆するにあたって何にたよるべきであったのか、というのがこの詩の構造の研究である。ダンはすでに神学を学び、非宗教的な文学も広く読んでいた。すでに『ソングズとソネッツ』、『諷刺詩』、『ラ・コロナ』、『連祷』を書いており、散文として『自殺論』、『似非殉教者』、『イグナティウス秘密会議』を著していた。第一周年詩は現世蔑視であり、第二周年詩は哲学的かつ霊的慰めの内容が込められている。２）ジョン・ダンと「論争神学」、北陸学院短期大学紀要第１４号、１９８２年１２月ダンがカトリックであったことは英国国教会にとってまたとない貴重な存在であった。ダンがまだ英国国教会の司祭になる前に匿名でカトリック教会を攻撃する論戦をはったことが知られている。そのことは『イグナティウス秘密会議』の中でも明らかになる。論客としてのダンの研究である。３）ジョージ・ハーバードの詩と『田舎司祭の務め』、北陸学院短期大学紀要第１５号、昭和５８年１２月英文学史上では形而上詩人の中でダンに
次いで論じられる詩人を取り上げている。ジョージ・ハーバートである。ダンとは地上がった詩人の特質を論じている。４）ダンと逆接の技法、北陸学院短期大学紀要第１７号、１９８５年１２月１５８０年から１６２０年にかけて英国には新しい文学形式が現れた。その影響を受けたとする研究である。５）ジョン・ダン『自殺論』の構造、北陸学院短期大学紀要第１８号、１９８６年１２月キリスト教の教えで自殺は罪であり、ダンがあえて自殺論を書いた意図は何であったのかを問う研究である。６）ジョン・ダン：The Exstasie の構造、北陸学院短期大学紀要第１９号、１９８７年１２月ダンの恋愛詩の中の１つを取り上げ、その詩に込められた考え方の研究である。７）“Fusion of Drama and Argument in Donne’s
Poetry” I University College Londonにて査読あり、北陸学院短期大学紀要第２０号、１９８８年１２月この論文は University College Londonにて指導を受け、書いたものである。ダンの恋愛詩全体に見られる劇的な言い回しを使って議論が展開していくのが特徴であることを研究したものである。８）“Fusion of Drama and Argument in Donne’s
Poetry” II University College Londonにて査読あり、北陸学院短期大学紀要第２１号、１９８９年１２月この論文は７）の続きである。９）A Research for Hokukriku Gakuin Standard :
Situation of English Education in Hokuriku
Gakuin and Progress toward the Future. 北陸学院大学研究紀要、２００９年３月３１日北陸学院大学における英語教育の現状を知ることと将来に向けての試みの提案を述べた論文である。１０）『幼年期に泉鏡花が通った学校の名称――「愛真学校」か「真愛学校」か――』、北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部紀要第９号、２０１６年３月１１）『中学英語教育の中での英作文とコミュニ
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－２０２－
ケーション能力――ドラマを通して英語の台詞を考える――』、北陸学院大学教職課程第１号、２０１６年３月１２）『英語授業の事前・事後学習の一考察――他者紹介プレゼンテーションを基盤にして――』、北陸学院大学教職課程第１号、２０１６年３月１３）Tying Theme-based English Materials to the Four
Strands ――A Method of Teaching English to
University Students in Japan――、北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部紀要第１１号、２０１８年３月論文翻訳１）ジョン・ダン入門 第１０章 その後１９９０年、北陸学院短期大学紀要第２２号、１９９０年１２月これは『ジョン・ダン――その生涯、精神と技法』（１９８１年出版、ジョン・ケアリ著）であり、著者は１９９０年９月１０に翻訳の許可をお願いしたところ、すぐ９月２６日付けで許可するという返事をいただき翻訳を開始した。文学部の論争になっていた「理論」と「歴史」の主張の対立を取り上げている。２）ジョン・ダン入門 序文と第１章 背信、北陸学院短期大学紀要第２３号、１９９１年１２月ダンの同時代の人々はジョン・ダンを独創的で比類なき詩人であると認識していた。あまりダンを快く思っていなかった伝統を大切にする人たちでさえ、ダンの言葉の使い方には舌を巻いていたらしい。ダンの着想の構造を調べ、何がそれを個性的なものにしているのかを知ることが大切であることが述べられている。３）ジョン・ダン入門 第２章 背信の技法、北陸学院短期大学紀要第２４号、１９９２年１２月１６世紀後半に英国カトリック教徒が抱いた悲痛な嘆きは現在では忘れ去られているが、ダンの『ソングズとソネッツ』に歌われている状況をカトリック側からの背信を見ると、その特徴は貞節と不実についての際限ない苦悩が浮き彫りとなるのがこの論旨である。４）ジョン・ダン入門 第３章 野心、北陸学院
短期大学紀要第２５号、１９９３年１２月ダンの精神を貫いていたのは、この世で必ず成功するという心意気であった。ダンにとってスペイン遠征はまたとない好機に思えたに違いない。ダンを道楽者とか、背信者としてとらえるだけではなく、ミッチャムの湿気の多い書斎でもんもんとしている姿も野心という範疇で考える必要があることを述べた論文である。５）ジョン・ダン入門 第４章 野心の技法、北陸学院短期大学紀要第２６号、１９９４年１２月ダンの技法は、詩においても説教においても個性がでている。その個性は、ダンの野心の技法に表れている。特殊な圧迫感と複雑さを示すことになることを論じている。６）ジョン・ダン入門 第５章 肉体、北陸学院短期大学紀要第２７号、１９９５年１２月ダンが詩を作るのに理論に走って、美的感覚に欠けていると批判されているが、その批判に反駁する論文である。ダンの場合は私たちの目を楽しませることよりも私たちの気持ちを目覚めさせることにある。肉体の機能的な生命と複雑な物質との両方に気づかせようとしているのだというのである。７）ジョン・ダン入門 第６章 変化、北陸学院短期大学紀要第２８号、１９９６年１２月変化することが、１６世紀末の人気ある主題であった。物事がますます悪い方に向かっているように人々の多くは考えていた。ダンは熱心にその全体を覆う憂鬱を描き出した。変化について語り、初めにいったこととは正反対のことをいうことで終わりとなる技法を使っている。８）ジョン・ダン入門 第７章 死、北陸学院短期大学紀要第２９号、１９９７（平成９）年１２月人間が考える死にはさまざまの種類がある。ダンは死に取り憑かれていたのは事実である。その反動として死を過小評価することで死に打ち勝とうとしたことが分かるという論文である。
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－２０３－
９）ジョン・ダン入門 第８章 理性の危機、北陸学院短期大学紀要第３０号、１９９８年１２月ダンの議論は軽くて不明瞭なとことがあり、相互に自己矛盾を起こしていて、本物の論客ではないのである。懐疑主義によってダンは理性が発展させた社会制度に疑いの目を向けるようになった。想像力は思想と同義語で使われていて、それを使えば人間は宇宙を征服することができるという。だから理性の危機が無神論者だけでなく偉大な詩人にも影響を及ぼしたのであるとする論文である。１０）ジョン・ダン入門 第９章 想像上の避難所、北陸学院短期大学紀要第３１号、１９９９年１２月結合することと分離することへの過剰な反応は、ダンの性格からも環境からも理解刷ることはできる。その理由はカトリックの迫害の経験に帰すこともできるし、また後年カトリックから分離したこと、この世で出世できなかったことや惨めな結婚生活に帰することもできる。常に両面で苦悩したダンの姿を解明しようとする論文である。翻訳書１）『愛する人を失うとき――暗闇からの生還』ジェラルド・L・シッツァー著 朝倉秀之訳教文館本書は破壊的な喪失とそれに伴う私たちの生活に起こる変化を取り上げている。著者が読者に対して経験した交通事故から心にどのような変化が起こり、どう対処する道があるのかを論じている。その他の実践活動１）教職科目の「現代社会の課題と教育」における実践１９９８年より行った現代社会の「差別」の問題と学校教育の中で起こっている「いじめ」の問題を取り上げてきた。日本におけるハンセン病の差別、排除、隔離などで苦しめられた元患者さんの証言や作品、また映像から学び、その現状をしり
レポートに書くことによって報告・発表・ディスカッションをする。２）英米文学におけるリーディングの方法の実践「英米文学」の中の作品を実際に読むのは、難しい。イギリス・アメリカ文学史の概略を学んだあと、脚色された作品を授業外で読ませ、その作品についての理解度が６０％を超えれば次のステップに行く事ができる。１８作品中６作以上を読み、６０％を超えて理解していれば合格となるという実践である。講 演１）「ライ予防法とその後」の講演日時：２００２（平成１４）年５月１６日主催：金沢基督教青年会金沢ワイズメンズクラブ例会場所：金沢ニューグランドホテル２００１年、５月１１日熊本地裁で「らい予防法」違憲国家賠償請求訴訟の判決が下された。国のハンセン病隔離政策は憲法違反であり、国が控訴を断念したことによって決着がついた。これからの課題は「ハンセン病を正しく理解」し、偏見や差別がなくなるような運動を続けて行くことが大切であるという趣旨の講演である。２）「金沢において外国人の子弟の学校設立は可能か」主催：金沢ジェトロ場所：金沢ジェトロ事務所日時：２００３年６月９日一つの調査として、北陸学院に在学している幼稚園児、小学校児童、中学・高校の生徒に占める外国籍の数の現状報告があり、そのあと石川県の現状などが報告され、可能性についての議論があった。台湾の姉妹校訪問１）姉妹校である長栄高級中学校の現状とこれからの方向について期間：２００４年２月１２日～２月１７日
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－２０４－
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－２０５－
木島恒一先生との思い出と謝辞人間総合学部社会学科 西村 洋一木島先生は２００８年の本学開学より人間総合学部社会福祉学科に赴任し、２０１２年度からは社会学科教授として心理学関連の科目を中心に教育にあたってこられました。私は木島先生とは本学の開学準備として東京での打ち合わせ（確か青学会館であったと記憶しています）ではじめてお会いして以来、同じ心理学を専門とするものとして様々お世話になってまいりました。その木島先生が２０１７年度をもって退職されるとのことで、寂寥の念を抱きながら、先生ご自身のこと（私の個人的印象）、思い出などを振り返りたいと思います。木島先生のことを一言で表現しろと言われましたら、博覧強記という言葉がすぐに思いつきます。私の人生においてもその博覧強記ぶりに心服させられた数少ない一人です。木島先生の知識の広さたるや、ご専門の心理学はもちろんのこと、文学、哲学、ミステリー小説、マンガ、映画、グルメ、落語などの芸能までとにかくありとあらゆることに通じております。しかも、小説の一節を滔々と述べられるなどその記憶の詳細さには、まさに度肝を抜かれるとはこのことだという経験を何度もさせていただきました。すでにご退職された丸山久美子先生が居られた頃は、丸山先生と木島先生のお茶会（木島先生が丸山先生からの命を受けて淹れるコーヒー）にお呼ばれしてご一緒させていただくことが度々ありました。お二人の話は心理学から哲学、宗教、そしてミステリーなど幅広く、丁丁発止のやりとりが展開され、私などまったく知識の及ばないレベルで、ただただ大人しく聞き入るばかりでした。己の浅学非才を痛感させられる時間であるとともに、これぞ知を探究する場（＝大学）にいるという感覚を味わえたものです。先生こだわりのコーヒーとともにそのような貴い時間や様々な知識をお与えいただきました（あと、マンガもたくさん貸していただきました）、木島先生に深く感謝するものであります。大学教員として、学生からの人気もとても高く、それは学問に対する厳しさの一方で先生の学生への温かい関わり、そして独特のユーモア感覚が学生の心を掴んでいたものと思います。写真を撮る際などにとられるポーズのセンスは抜群で、学生が先生と写真を取るために群がっている様には何度も出くわしました。先生が本学をご退職されることに多くの学生や卒業生が寂しがるであろうことは想像に難くありません。先生のご研究に触れますと、専門領域としましては、健康心理学、社会心理学であり、特にストレスをテーマにされてストレス・コーピング・スキルの尺度の開発やその応用などを中心にご研究を進められております。また、専門的に学ぶ前から有している心理学に関する知識である常識心理学、あるいは心理学に対する誤信念についてもテーマとされ、様々な調査対象に対しどのような誤信念を有しているのかについても研究されてこれらました。心理学は、マスメディアで取り上げられる機会も比較的多く、ポップとアカデミックの両側面の乖離について、議論されることが多い分野です。大学においては学問としての心理学教育を行うにあたって、常識心理学の問題は考慮すべき課題であります。そのため、先生の深めてこられた研究知見の数々は、私を含め多くの心理学教育に携わるものにとって非常に有用であり、ますますの発展が期待されます。再び私自身の視点となりますが、木島先生とは同じ時期に本学に赴任し、研究室もお隣ということもあり、先生がご退職され、お姿を拝見する機会が減じてしまうことは、心理的にも物理的にもただただ寂しく思うばかりです。この１０年間の御指導御鞭撻本当にありがとうございました。今後とも本学の心理学スタッフ、および社会学科を温かくお見守りいただければ大変うれしく思います。先生の今後のさらなるご活躍、ご健勝を心より祈念しております。
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－２０６－
履歴・研究業績（２０１８．３現在）氏 名：木島 恒一所 属：人間総合学部 社会学科専門分野：心理学研究・指導分野：ストレス・コーピング論 常識心理学担当科目〈本学〉心理学概論 A 心理学概論 B 心理統計学 心理学研究法 心理学実験実習心理学実験実習 文献講読 情報機器演習 A プロゼミ A 専門ゼミ 専門ゼミ（過去に担当した科目：カウンセリング論 臨床心理学 精神保健学 精神保健学）〈放送大学〉心理学実験３学 歴１９７６年３月 早稲田大学第一文学部心理学専修卒業（文学士）１９７６年４月 早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻博士前期課程入学１９７９年３月 早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻博士前期課程修了（文学修士）１９７９年４月 早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻博士後期課程入学１９８５年３月 早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻博士後期課程単位取得満期退学職 歴１９７８年１１月 松井病院非常勤臨床心理士（至１９９４年８月）１９７９年９月 文教大学人間科学部非常勤講師（至２００８年３月） １９８５年４月 早稲田大学大学院文学研究科研究生（至１９８８年３月）１９８９年１２月 放送大学非常勤講師（現在に至る）１９９０年４月 服部栄養専門学校栄養士科非常勤講師（至２００２年３月）１９９１年４月 神奈川大学外国語学部非常勤講師（至２００７年３月）１９９１年４月 東洋大学社会学部非常勤講師（至２００８年３月）１９９５年４月 豊四季専門学校（現江戸川大学総合福祉専門学校）（至１９９８年３月）２００２年４月 桜美林大学文学部非常勤講師（至２００８年３月）２００５年３月 文教大学付属生活科学研究所客員研究員（現在に至る）２００８年４月 北陸学院大学人間総合学部社会福祉学科准教授
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－２０７－
２０１２年４月 北陸学院大学人間総合学部社会学科教授学会等における活動・役職暦１）１９７８年 日本心身医学会会員２）１９７９年 日本心理学会会員３）１９８３年 日本公衆衛生学会会員４）１９８４年 日本グループ・ダイナミックス学会会員５）１９８７年 日本社会心理学会会員６）１９８８年 日本健康心理学会会員７）１９９０年 産業・組織心理学会会員８）１９９２年 １９９３ International Congress of Health
Psychology 準備会会員（４年１２月～平成５年７月まで）９）１９９８年 日本応用心理学会会員１０）２００９年 日本行動計量学会会員業 績著 書共著１）木村 裕（編） （１９９４） 『はじめてまなぶ心理学』 ソフィア担当部分：第９章「人が出会う時：社会的行動」（pp．１７３－１９０）２）藤村 保（監修） （１９９４） 『こころの問題事典』 平凡社担当医部分：「自殺の心理」（pp．７０－７１）、「念力・超能力」（p．３１７）、「心身症」（p．３３４）、「恐怖症」（p．３３５）、「精神安定剤」（p．３５４）、「向精神薬」（p．３５４）、「心療内科」（p．３５８）、「TAT」（p．３８２）、「文章完成法（SCT）」（p．３８３）、「HTP」（p．３８３）３）木村 裕（編） （２０００） 『はじめてまなぶ心理学（第二版）』 アートアンドブレーン担当部分：第１０章「社会的行動」（pp．１２９－１４１）、第１３章「数量化の考え方」（pp．１７４７－１９２）４）藤永 保（監修） （２００６） 『こころの問題事典（新版）』 平凡社担当部分：「超能力」（p．２９８）、「心身症」（p．３１７）、「恐怖症」（p．３１９）、「自殺の心理」（pp．３３６－３３７）、「向精神薬」（p．３４４）、「心療
内科」（p．３４８）、「TAT」（p．３８３）、「文章完成法（SCT）」（p．３８４）、「HTP」（p．３８５）５）丸山久美子（編） （２００８） 『２１世紀の心の処方学―医学・看護学・心理学からの提言と実践―』 アートアンドブレーン担当部分：第１３章「健康過敏症候群―健康願望を肥大化させるもの―」（pp．１８３－１９４）６）丸山久美子（編） （２０１０） 『今日の生涯発達心理学―自分の人生を設計する―』アートアンドブレーン担当部分：第９章「燃え尽き症候群と自殺念慮」（pp．１１７－１２９）７）木島恒一・野瀬 出・山下雅子（共編）（２０１３） 『誤解から学ぶ心理学』 勁草書房執筆した担当部分：「はじめに」（－）、
Q１‐５（pp．１０－１１）、Q１‐６（pp．１２－１３）、第９章社会的行動―基礎知識（pp．１８０－１８１）、
Q９‐３（pp．１８６－１８７）、Q９‐４（pp．１８８－１８９）、Q９‐６（pp．１９２－１９３）、Q１０‐７（pp．２１４－２１５）研究論文（査読あり）１）木島恒一・笠原敏雄・長岡由憲・日野 厚（１９８３） 慢性疾患患者の心理面の基礎的研究（）：心理検査からみた一般的特徴 心身医学，２３（５），４２１－４２８．２）木島恒一 （１９８９） 慢性疾患患者の医療機会の選択要因：食事療法に特徴をもつ内科の事例をとおしての検討 健康心理学研究，２（２），２３－２７．３）松本芳之・木島恒一 （２００２） 就職活動における自己呈示の戦略目標 実験社会心理学研究，４１（２），１１１－１２３．４）木島恒一 （２００８） ストレス・コーピング・スキル尺度の作成：その信頼性・妥当性の検討 心身医学，４８（８），７３１－７４０．５）Kijima, T., Nose, I., & Yamashita, M．（２０１２）
Misconceptions about modern psychology among
Japanese first-year students. Japanese Journal of
Applied Psychology，３８（国際応心英文特集号），１－７．
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－２０８－
研究論文（査読なし）１）木島恒一 （１９７９） Personal Constructsの実験的研究：ステレオタイプ性の Personal
Constructsとその変動性（修士論文） 早稲田大学に提出２）飛山ムメ・若松厚子・長岡由憲・日野 厚・木島恒一 （１９８１） 絶食療法施行中の自覚症状の変化 絶食研究，第７・８号，４１－５１．３）長岡由憲・木島恒一・日野 厚 （１９８１）生態学的栄養学に基づく食事療法と絶食療法による最近の臨床経験：器質的大腸疾患を認めなかった常習性便秘患者での食事調査・心理検査成績及び臨床経過について 生態学的栄養学研究，第５号，２１－４２．４）木島恒一 （１９９７） 保健行動と自己尺度との関連性に関する基礎的分析 江戸川学園人間科学研究所紀要，第１３号，１５１－１８４．５）松本芳之・木島恒一・井腰圭介 （２００１）一人暮らし老人における会話相手の役割 早稲田大学教育学部学術研究（教育心理学編），第４９号，２７－３３．６）丹治哲雄・木島恒一・山下雅子・飯澤未来（２００３） 大学新入生の持つ心理学知識：人間科学部人間科学科新入生の場合 文教大学付属教育研究所紀要，第１２号，８５－９２．７）岡部康成・木島恒一・佐藤 徳・山下雅子・丹治哲雄 （２００４） 紙筆版潜在連合テストの妥当性の検討：大学生の超能力信奉傾向を題材として 文教大学人間科学部人間科学研究，第２６号，１４５－１５．８）丹治哲雄・山下雅子・木島恒一・飯澤未来（２００５） 大学新入生の持つ心理学知識：人間科学部人間科学科新入生と理工学部新入生との比較 文教大学付属教育研究所紀要，第１４号，９５－１０３．９）丹治哲雄・木島恒一・山下雅子・野瀬 出・岡部康成・市原 信 （２００６） 大学新入生の持つ心理学知識：人間科学部新入生と法学部・経済学部新入生との比較 文教大学付属教育研究所紀要，第１５号，１０１－１１０．１０）木島恒一 （２００９） 成人期前期以降におけるコーピング・スキルの発達的変化 文教大学生活科学研究，第３１集，４９－５５．
１１）木島恒一 （２０１０） 変化に対する潜在的態度とコーピング・スキル 文教大学生活科学研究，第３２集，４９－５５．１２）木島恒一・野瀬 出・山下雅子 （２０１１）大学新入生の心理学知識―北陸学院大学人間総合学部の場合―北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要，第３号，１２３－１３０．１３）木島恒一 （２０１４） 高校生の心理学知識北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要，第６号，１０９－１１６．１４）木島恒一 （２０１５） 神経症患者におけるストレス・コーピング・スキル 文教大学生活科学研究所紀要生活科学研究，第３７集，１０７－１１４．１５）木島恒一・山下雅子・野瀬 出 （２０１６）社会人学生の心理学知識と誤信念 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要，第８号，１５１－１５８．１６）木島恒一 （２０１６） 神経症患者におけるコーピング・スキルの変化 文教大学生活科学研究所紀要生活科学研究，第３８集，１０７－１１３．１７）木島恒一 （２０１７） コーピング・スキルが精神的健康に与える影響 文教大学生活科学研究所紀要生活科学研究，第３９集，１１１－１１６．１８）木島恒一 （２０１８） コーピング・スキルが心理的ストレス反応に及ぼす効果 文教大学生活科学研究所紀要生活科学研究，第４０集，印刷中．研究報告書１）木島恒一 （１９９２） 「対人関係に対する認知と慢性疾患：摂食障害の２症例をとおしての検討」 平成３年度文部省科学研究費補助金総合研究 A研究成果報告書「都市化社会の進展に伴う生活構造の変容と“きずな”のダイナミックス」，１７３－１８４．その他の著作１）木島恒一・橋本仁司 （１９８０） 説得・宣伝におけるコミュニケーターの魅力 「サイコロジー」，第１巻 第６号，５０－５４．２）大木桃代・菅野純・木島恒一・沢田七郎・鈴木晶夫・野田 満・細田一秋 教育相談キー
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－２０９－
ワード集 「教育相談研究」，第６０号，２６－４３．３）木島恒一 （２０１７） 『源氏物語』は誰に向けて書かれたか―『源氏物語』第一部成立過程に関するひとつの仮説― 「石川自治と教育」，７０３号，３８－４７．研究発表１）木島恒一・笠原敏雄・日野 厚 （１９７９）老年患者の心身愁訴と生態学的栄養学に基づく食生活指導：主観的愁訴とその変動量からみた高血圧 日本心身医学会第２０回総会２）木 島 恒 一・林 春 男 （１９７９） Personal
Constructsの実験的研究：ステレオタイプ性の Personal Constructsとその変動性 日本心理学会第４３回大会３）木島恒一・笠原敏雄・長岡由憲・日野 厚（１９８０） 心理検査からみた皮膚疾患患者：慢性腎炎患者との比較を通しての一検討 日本心身医学会第２１回総会４）木島恒一 （１９８０） Personal Constructsによる対人認知の実験的研究：ステレオタイプ的な認知と予言行動（Predictive Behavior）日本心理学会第４４回大会５）木島恒一・笠原敏雄・長岡由憲・日野 厚（１９８１） 心理検査からみた慢性腎炎患者：慢性腎炎患者における心理的問題の存在の可能性についての一検討 日本心身医学会第２２回総会６）石垣土志子・長岡由憲・日野 厚・木島恒一（１９８１） 肥満者での絶食療法施行前後での心理検査成績 第２回肥満学会７）木島恒一・笠原敏雄・長岡由憲・日野 厚（１９８２） 慢性疾患患者の心理面の基礎的研究（）：心理検査からみた一般的特徴 日本心身医学会第２３回総会８）木島恒一 （１９８２） 対人認知と人格特性日本心理学会第４６回大会９）白井泰子・木島恒一 （１９８２） ステレオタイプ的判断の認知的基礎（）：ラベリング効果の分析 日本心理学会第４６回大会１０）長岡由憲・木島恒一・日野 厚 （１９８３）常習性便秘の食事傾向と当科の食事療法の経験 日本公衆衛生学会第４２回総会
１１）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８４）慢性疾患患者の心理面の基礎的研究（）：健常者との因子構造の比較 日本心身医学会第２５回総会１２）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８４）慢性疾患患者の心理面の基礎的研究（）：判別分析による健常者との比較 日本心身医学会第２５回総会１３）木島恒一・白井泰子 （１９８４） ステレオタイプ的判断の認知的基礎（） 日本グループ・ダイナミックス学会第３２回大会１４）木島恒一 （１９８４） 対人認知におけるパーソナリティ判断：認知構造の緊密度との関係からの一検討 日本心理学会第４８回大会１５）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８５）慢性疾患患者の心理面の基礎的研究（）：重判別分析による８慢性疾患の比較検討 日本心身医学会第２６回総会１６）木島恒一 （１９８５） 対人認知構造と心理検査成績に関する基礎的検討 日本心身医学会第２６回総会１７）木島恒一・白井泰子 （１９８５） ステレオタイプ的判断の認知的基礎（） 日本グループ・ダイナミックス学会第３３回大会１８）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８６）対人認知構造と心理検査成績に関する基礎的検討（）：neurotic傾向の強い大学生の対人認知構造 日本心身医学会第２７回総会１９）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８６）慢性疾患の Intractabilityについての心理学的モデル（） 日本心身医学会第２７回総会２０）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８６）慢性疾患の Intractabilityについての心理学的モデル（）：パス解析による実証的検討日本心身医学会第２７回総会２１）梶本雅俊・鈴木妙子・光山玲子・福富和夫・飛山ムメ・長岡由憲・木島恒一・日野 厚・八代悠紀子・吉川 泉・柚木 斎 （１９８６）栄養の偏りを指標とした栄養性疾患発生の予測（７）：摂取食品数、栄養量の相互関連及び偏食指数の評価について 日本公衆衛生学会第４５回総会２２）木島恒一 （１９８６） 対人認知におけるパー
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ソナリティ判断：被験者のパーソナリティ特徴との関係からの一検討 日本心理学会第５０回大会２３）木島恒一・白井泰子 （１９８６） ステレオタイプ的判断に及ぼす予断の効果（） 日本グループ・ダイナミックス学会第３４回大会２４）白井泰子・木島恒一 （１９８６） ステレオタイプ的判断に及ぼす予断の効果（） 日本グループ・ダイナミックス学会第３４回大会２５）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８７）対人認知構造と心理検査成績に関する基礎的検討（）：認知構造の分化度との関連からの検討 日本心身医学会第２８回総会２６）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８７）慢性疾患患者における肥満の問題（）：肥満性についての自己認知との関係からの検討日本心身医学会第２８回総会２７）木島恒一 （１９８７） 対人認知におけるパーソナリティ判断：被験者における自己像との関係からの一検討 日本グループ・ダイナミックス学会第３５回大会２８）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８８）対人認知構造と心理検査成績に関する基礎的検討（）：自己像との関連からの検討 日本心身医学会第２９回総会２９）木島恒一 （１９８８） 慢性疾患患者の医療会の選択要因：ある食養内科の事例をとおしての検討 日本健康心理学会第１回大会３０）木島恒一・長岡由憲・日野 厚 （１９８９）一肥満症患者における対人認知構造と対人関係への気づき 日本心身医学会第３０回総会３１）木島恒一 （１９８９） 慢性疾患患者における医療機会の選択要因（２）：ある内科における時間的推移についての検討 日本健康心理学会第２回大会３２）木島恒一・長岡由憲 （１９９０） 心理学的特徴からの肥満者の分類 日本心身医学会第３１回総会３３）木島恒一 （１９９０） 対人認知構造の分化度と心理検査成績に関する検討 日本健康心理学会第３回大会３４）木島恒一・長岡由憲 （１９９１） 対人恐怖を伴う一過食症患者の対人認知構造 日本心身
医学会第３２回総会３５）木島恒一 （１９９１） 対人認知構造における
Self−identityと心理検査成績に関する検討日本健康心理学会第４回大会３６）木島恒一・長岡由憲 （１９９２） 慢性疾患患者における Irrational Beliefsの検討 日本心身医学会第３３回総会３７）神原直幸・木島恒一 （１９９２） ステレオタイプ的判断に及ぼす集団サイズの効果（１）日本心理学会第５６回大会３８）木島恒一 （１９９２） 対人認知構造における自己の独自性の認知と心理検査成績に関する検討 日本健康心理学会第５回大会３９）木島恒一・長岡由憲 （１９９３） 対人認知構造における「現実の自己」と「理想の自己」の一致度の低い大学生の Self-identity System日本心身医学会第３４回総会４０）Kijima, T. （１９９３） Self-identity in the
construction system and psychological tests．１９９３
International Congress of Health Psychology４１）木島恒一 （１９９３） 一肥満症患者における対人認知と身体愁訴：Self-identity systemとの関連からの検討 日本健康心理学会第６回大会４２）神原直幸・木島恒一 （１９９３） ステレオタイプ的判断に及ぼす集団サイズの効果（２）日本心理学会第５７回大会４３）木島恒一・音山若穂 （１９９４） 社会的ストレッサーに対する認知の構造の基礎的分析日本心理学会第５８回大会４４）木島恒一 （１９９４） 社会的ストレッサーに対する個人的認知様式と認知構造に関する研究 日本健康心理学会第７回大会４５）木島恒一 （１９９５） ストレス認知次元とパーソナリティ特徴からみたストレス対処様式日本健康心理学会第８回大会４６）須永範明・木島恒一 （１９９６） 対処行動質問紙（COPE）日本語版作成の試み 日本健康心理学会第９回大会４７）木島恒一 （１９９６） パーソナリティ特性としてのストレス・コーピング特徴とパーソナリティ尺度との関連に関する基礎的研究 日本健康心理学会第９回大会
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４８）木島恒一・須永範明 （１９９７） 失恋に対する対処行動と対処特性：対処行動質問紙（COPE）に関する基礎的研究（１） 日本健康心理学会第１０回大会４９）須永範明・木島恒一 （１９９７） 対処特性と特定状況での対処：対処行動質問紙（COPE）に関する基礎的研究（２） 日本健康心理学会第１０回大会５０）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （１９９７）ストレス・コーピング・スキル尺度（SCSS）作成の試み 日本心理学会第６１回大会５１）須永範明・木島恒一 （１９９８） 対処行動とストレス反応との因果的関連 日本健康心理学会第１１回大会５２）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （１９９８）社会人を対象としたストレス・コーピング・スキル尺度（SCSS）作成の試み 日本心理学会第６２回大会５３）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （１９９９）ストレス・コーピング・スキル尺度（SCSS）の妥当性の検討：YG性格検査および UPIとの関連からの検討 日本心理学会第６３回大会５４）木島恒一・須永範明 （１９９９） 失恋ストレスに対する有効対処とパーソナリティ特徴に関する検討 日本健康心理学会第１２回大会５５）須永範明・木島恒一 （２０００） 対処行動質問紙（COPE）に関する基礎的研究（３）：社会人集団における対処特性 日本健康心理学会第１３回大会５６）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （２０００）大学生版ストレス・コーピング・スキル尺度（SCSS）の妥当性の検討：構成概念妥当性を中心に 日本心理学会第６４回大会５７）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （２００１）神経症患者におけるストレス・コーピング・スキル 日本心理学会第６５回大会５８）木島恒一・成田 猛・須永範明・久米 稔（２００２） 神経症患者におけるストレス対処特性の検討 日本心理学会第６６回大会５９）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （２００３）ストレス・コーピング・スキル尺度（SCSS）の尺度プロフィールに関する研究 日本心理学会第６７回大会
６０）木島恒一 （２００４） 変化に対する潜在的態度とコーピング・スキル 日本健康心理学会第１７回大会６１）木島恒一・成田 猛・久米 稔 （２００４）神経症患者におけるコーピング・スキルの変化 日本心理学会第６８回大会６２）木島恒一・丹治哲雄・山下雅子 （２００５）「心理学」履修前における大学生の心理学知識 日本心理学会第６９回大会６３）木島恒一・野瀬 出・山下雅子 （２００８）大学新入生の「心理学」知識―自分の知識に対する確信度と知識の正誤― 日本心理学会第７２回大会６４）木島恒一・成田 猛 （２００９） ストレス・コーピング・スキルの概念と測定（シンポジウムでの話題提供） 日本行動計量学会第３７回大会６５）木島恒一・成田 猛 （２００９） 生涯発達から見たコーピング・スキルの変化―青年期後期以降を中心に― 日本心理学会第７３回大会６６）Kijima, T., Nose, I., & Yamashita, M．（２０１０）
Misconceptions about modern psychology among
Japanese first-year university students. ２７th
International Congress of Applied Psychology.６７）山下雅子・木島恒一・野瀬 出 （２０１０）大学新入生の持つ心理学知識―正答率の経年変化― 日本心理学会第７４回大会６８）野瀬 出・山下雅子・木島恒一 （２０１１）大学生の持つ誤った心理学知識―正答率の学年間比較― 日本心理学会第７５回大会６９）木島恒一・野瀬 出・山下雅子 （２０１２）高校生の持つ心理学知識―大学新入生との比較をとおしての検討― 日本心理学会第７６回大会７０）山下雅子・木島恒一・野瀬 出 （２０１３）「常識心理学クイズ」から見る大学新入生の持つ心理学知識 日本応用心理学会第８０回大会７１）野瀬 出・山下雅子・木島恒一 （２０１３）大学新入生の持つ心理学知識―心理学科目受講前と受講後の比較― 日本心理学会第７７回大会７２）木島恒一 （２０１３） 大学新入生の心理学知識（シンポジウム「教養課程における心理学：
／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／退任  2018.02.05 17.27.25  Page 211 
－２１２－
一般社会や他学問からの誤解や誤信念の問題を考える」での話題提供） 日本心理学会第７７回大会７３）木島恒一・山下雅子 （２０１４） 社会人学生の持つ心理学知識―大学新入生との比較をとおしての検討― 日本応用心理学会第８１回大会７４）木島恒一 （２０１６） コーピング・スキルが精神的健康に与える影響 日本応用心理学会第８３回大会７５）木島恒一 （２０１７） コーピング・スキルが心理的ストレス反応に及ぼす効果 日本応用心理学会第８４回大会研究助成・科研費等１）北陸学院大学及び北陸学院大学短期大学部共同研究費２００９－２０１３年度 「大学生の心理学知識とその misconceptions」
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村上吉春先生への謝辞食物栄養学科 田中 弘美村上吉春先生は、２０１８年３月をもって退任なされます。村上先生は、２０１１年３月、石川県立金沢西高等学校の校長をご退職された後、１年間大野からくり記念館館長職を務め、２０１２年４月に北陸学院短期大学部食物栄養学科教授として着任されました。食物栄養学科では、栄養教諭二種免許取得をめざす学生のために６年間ご尽力いただきました。栄養教諭制度は、平成１７年度から施行され、栄養教諭が食に関する指導（学校における食育）の推進に中核的な役割を担うものであり、栄養教育実習においても、給食時間の指導のほか研究授業が課せられています。村上先生は、教職科目である「教育者論」、「生徒・進路指導論」、「教育実践演習」、「栄養教育実習指導」、「栄養教育実習」をご担当され、栄養教諭二種免許取得を希望する学生に『教育』について幅広く指導くださいました。また、食物栄養学科独自の初年次教育の科目としての「学びの基礎」をご担当いただき、科目選択と資格取得の関係をはじめ、大学での授業の聴き方と心構え、ノートのとり方やレポートの書き方、卒業後のライフプランをふまえた２年間の大学生活プラン設計等についてご指導いただきました。オムニバス科目であるため、全体説明をしていただき、その後のグループ指導の内容も立案していただきました。そのほか、教員免許状更新講習や REDeCセミナー、ウォーミングアップ学習などについても村上先生の緻密な計画・立案のおかげでスムーズに進められたことは多々あり、本当に感謝いたしております。私は、村上先生とオムニバス科目の「栄養教育実習指導」と「栄養教育実習」を担当させていただきました。村上先生には、学生が栄養教育実習を円滑に実施できるように教育実習生の心構えはもちろんですが、学習指導案作成の基本について詳細な資料を作成していただき、授業のねらいから授業の構成、教材の作成など教育実習に必須の基本的な知識・技術の習得にご尽力いただきました。学生一人ひとりに対して、栄養教育実習が始まる直前には必ず４５分の模擬授業の時間を設けて、学生が時間の感覚を身につけ、自らタイムマネジメントができるように指導されました。本番の研究授業では実習生のためにビデオ撮りをされ、次年度の指導にも活かすなど様々な面で学生を思う気持ちが伝わってきました。村上先生の授業は、レポート課題が多いことで悲鳴をあげる学生もおりましたが、栄養教育実習報告会時には、実習生の表情は達成感に満ち溢れており、書く力を中心に考える力やプレゼンテ―ション力なども確実に身についていることに感動しました。この６年間、私自身も大変貴重な勉強の機会が与えられたことに感謝申し上げます。研究授業の参観に向かう道中では、プライベートな話を聞くこともあり、奥様と人生を楽しんでいらっしゃる印象を受けたこともしばしばありました。毎年、村上先生のご自宅で収穫された柿をいただいたり、昨年は、洋ランの鉢植えをいただき父にプレゼントしました。村上先生が今後も新たな挑戦を続け、自然と触れ合いながら健康で充実した人生を送られることをお祈りしております。学外での活動も多数あり、ここで全てのことを述べることはできませんが、残された私たちは、村上先生の何事にも誠意を持って計画的に実践する姿勢を継承し、学生指導に活かしていく所存です。
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履歴・研究業績（２０１８．３現在）氏 名：村上 吉春所 属：短期大学部 食物栄養学科専門分野：教育学（教育実践）研究・指導分野：教職基礎、教育実習、初年次教育担当科目〈本学において〉教育者論、教育課程論、教育方法論、学びの基礎、総合教養（オムニバス）、栄養教育実習指導、栄養教育実習、教職実践演習、栄養士への道〈他大学において〉シティカレッジ 「食生活と健康」（オムニバス）金沢大学 教員採用試験対策講座講師学 歴１９７５年３月 岡山大学大学院農学研究科園芸学専攻修士課程終了（農学修士）職 歴１９７５年４月 島根県立出雲農林高等学校教諭（１９７９年３月迄）１９７９年４月 石川県立七尾農業高等学校教諭（１９８６年３月迄）１９８６年４月 石川県立松任農業高等学校教諭（１９９２年３月迄）１９９２年４月 石川県立津幡高等学校教諭（１９９３年３月迄）１９９３年４月 石川県教育委員会学校指導課指導主事（２００１年３月迄兼任）２０００年４月 石川県教育委員会庶務課主幹（２００１年３月迄） ２００１年４月 石川県教育委員会学校指導課課長補佐（２００３年３月迄）２００３年４月 石川県立七尾農業高等学校校長（２００４年３月迄）２００４年４月 石川県立七尾農業高等学校校長・石川県立七尾東雲高等学校校長（２００６年３月迄）２００６年４月 石川県立七尾東雲高等学校校長（２００７年３月迄）２００７年４月 石川県立金沢伏見高等学校校長（２００９年３月迄）２００９年４月 石川県立金沢西高等学校校長（２０１１年３月迄）２０１１年４月 公益財団法人大野からくり記念館館長（２０１２年３月迄）２０１２年４月 学校法人北陸学院大学短期大学部食物栄養学科教授（２０１８年３月）
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学会等における活動・役職歴、社会活動１）石川県関係石川県教育委員会 石川師範塾 非常勤講師県民交流課 花いっぱいコンクール審査員２）金沢市関係緑と花の課 緑の相談ひろば講師３）その他石川花の会（ボランティア団体）副会長公益法人大野からくり記念館顧問金沢市高砂大学校 OB花樹会講師教育系学会参加 初年次教育学会（２０１２～）業 績研究論文１）栄養教諭養成のための現行教育課程と新教育課程～新カリキュラムにおける課題改善の取り組み～（２０１６．３．１８） 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部「教職課程研究第１号」
P．１３１～１３６２）食物栄養学科学生のレポート作成能力の育成について～初年次教育に位置尽く新科目「学びの基礎」の実践～（２０１７．２．２８） 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部「教職課程研究第３号」P．１４７～１５２３）食物栄養学科「教職実践演習」の履修カルテの入力結果からみた学生の実践的指導力の定着状況（２０１８．１．３１） 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部「教職課程研究第５号」その他の著作１）高校教育改革と農業教育（１９９３．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成５年度研究集録
P．４～５２）学科改編の先にあるもの～農業高校の活性化に向けて～（１９９４．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成６年度研究集録 P．４～５３）生徒急減期の農業教育を支える力（１９９５．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成７年度研究集録 P．４～５４）先生が輝いて生徒が光る（１９９６．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成８年度研究集録
P．４～５５）今、あらためて学習指導要領「農業編」
（１９９７．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成９年度研究集録 P．４～５６）次期の高等学校学習指導要領の告示を控えて（１９８８．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１０年度研究集録 P．４～５７）農業教育の正念場（１９９９．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１１年度研究集録 P．４～５８）県民サービスとしての教育統計情報等の公開（２０００．７） 教育と情報 No．５０８ 文部省大臣官房調査統計企画課編集９）２１世紀を「農業の世紀」にするために（２００１．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１２年度研究集録 P．４～５１０）高等学校教育課程編成の手引き（２００１．１１）石川県教育委員会編（監修）１１）変化への適応と求められる確かな成果（２００２．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１３年度研究集録 P．４～５１２）情報公開、自己評価とシラバスの作成（２００３．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１４年度研究集録 P．４～５１３）人生の大きな選択をしようとする皆さんへ（２００３．５） 七尾農業高校進路の手引き（平成１５年度版）１４）七尾東雲高校開校に向けて（２００４．６．３）石川県高等学校長協会報第２０７号１５）七尾東雲高校における農業教育の展開（２００４．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１５年度研究集録 P．４～５１６）成果が得られる研修のための事前指導の充実（２００４．７） 第６回農業を学ぶ高校生の海外派遣研修報告書１７）ひとりひとりが幸せな人生を送るために（２００４．５） 七尾農業高校進路の手引き（平成１６年度版）１８）七尾東雲高校の歴史の始まり（２００５．３．１）七尾東雲高校 PTA新聞 七尾東雲だより第１号（創刊号）P．１１９）七尾農業高校における農業教育のこの一年（２００５．３．３１） 石川県高教研農業部会 平成１６年度研究集録 P．８～９２０）同じ屋根の下でのこの１年（２００５．３） 七
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尾農業高校 PTA新聞 七農だより第３５号２１）努力は運命の架け橋（２００５．３．２４） 七尾東雲高校生徒会誌 東雲第１号 P．４～５２２）人は船、身につけた力は羅針盤（２００５．３）七尾農業高校生徒会誌 緑陰第５３号 P．４２３）生徒は学校で、こんなことをしています（２００５．７．２０） 七尾東雲高校 PTA新聞 七尾東雲だより第２号 P．１２４）七農生たちを誉めてやってください（２００６．１．３１） 七尾農業高校同窓会報 七農同窓会だより第１７号 P．２２５）校名に「農業」を冠する学校が消える年にめぐりあわせて（２００６．２．１６） 石川県学校農業クラブ連盟 耕人第３５号 P．５２６）学校から少しだけお願いです（２００６．３．１７）七尾東雲高校 PTA新聞 七尾東雲だより第２号 P．１２７）「七農魂」は心の中に生き続ける（２００６．３．３１）七尾農業高校 PTA新聞 七農だより第３６号（終刊号）P．１２８）最後の七農生は、有終の美を飾りました（２００６．２．２８） 七尾農業高校母親委員会広報紙 たおやめ通信終刊号 P．１２９）「農業」を冠する高校名が石川県から消える日（２００６．３．３１） 石川県高教研農業部会平成１７年度研究集録 P．５３０）記念誌の刊行にあたって（２００６．３．４） 石川県立七尾農業高校閉校記念誌 七農全史
P．１～２３１）チャンスの神様（２００６．３．２４） 七尾東雲高校生徒会誌 東雲第２号 P．４～５３２）生徒会誌「緑陰」の終刊号に寄せて（２００６．３．４） 七尾農業高校生徒会誌 緑陰第５４号（終刊号） P．４３３）校訓“三道三立”及びスクールカラーの制定（２００６．１２．２２） 七尾東雲だより第５号
P．１３４）時は今！今年は勝負の年（２００６．７） 七尾東雲だより第４号 P．１３５）草創期を過ごした諸君なればこそ、なお有為の人材たれ（２００７．３．２） 七尾東雲だより第６号 P．１３６）農業関係系列を選択した総合学科第１期生の
進路（２００７．３．３１） 石川県高教研農業部会平成１８年度研究集録 P．１３７）卒業研究集録の創刊に寄せて（２００７．３）七尾東雲高等学校 平成１８年度卒業研究集録
P．１３８）有難う、一期生諸君（２００７．３．２） 七尾東雲高校生徒会誌 東雲第３号 P．４～５３９）工業科課題研究概要集の創刊に寄せて（２００７．２） 平成１８年度七尾東雲高校工業科課題研究概要集 P．１４０）運命は努力する者を決して裏切らない（２００７．７．２０） 金沢伏見高校 PTA広報誌 THE
FUSHIMI第６７号 P．１４１）かけがえのない時代を生きる諸君に望むこと（２００７．７．２０） 金沢伏見高校新聞第２６号
P．１４２）飛躍に向かって、ただいま進行形（２００８．３．３） 金沢伏見高校同窓会報 白梅第１８号
P．１４３）「世相を象徴する一文字を教訓として（２００８．３．３） 金沢伏見高校生徒会誌 いしずえ第３４号 P．１０～１１４４）「目から鱗」歴史小説への誘い（２００８．３）金沢伏見高校図書館報（平成１９年度） P．１４５）三段跳びで進路成果を実現するために（２００８．７．２０） 金沢伏見高校 PTA広報誌 THE
FUSHIMI第７０号 P．１４６）三段跳びの、始まりの終わり（２００８．７．１８）金沢伏見高校新聞第２８号 P．１４７）「今どきの若者も、とても魅力的です」（２００９．３．２） 金沢伏見高校生徒会誌 いしずえ第３５号 P．１０～１１４８）「源氏物語」千年紀のめぐりあわせ（２００９．３）金沢伏見高校図書館報（平成２０年度）P．１４９）「西高 is No．１」が意味するもの（２００９．７．１８）金沢西高校 PTAだより第４９号 P．３５０）親のリトマス試験紙（２０１０．３．３） 金沢西高校 PTAだより第５０号 P．７５１）本物に優る教育なし（２０１０．３．１２） 石川県高等学校長協会報第２３１号 P．１５２）学校図書館の情報交換（２０１０．３） 石川県高等学校図書館協議会司書部会報第３４号
P．１
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５３）「稔るほど頭を垂れる稲穂かな（２０１０．３．１）金沢西高校生徒会誌 月桂樹第３６号 P．２～３５４）「西高ルネッサンス」をめざして（２０１０．７．１５）金沢西高校 PTAだより第５１号 P．３５５）子どもの時代の読書の効用（２０１０．９．２４）石川県学校図書館協議会 学校図書館だより第８２号 P．１５６）私の教員人生抄録（２０１１．３．３１） 石川県高等学校長協会誌（平成２３年度４６号） P．１７～１８５７）学校図書館研究大会河北大会への参加（２０１１．３．３１）石川県高等学校図書館協議会司書部会報第３５号 P．１５８）「西高ルネッサンス」の始まり（２０１１．３．１）金沢西高校生徒会誌 月桂樹第３７号 P．２～３５９）いしかわ師範塾では既に実現～人材育成の
SDGs～ いしかわ師範塾「会報第５号５周年記念号」（２０１８．３）研究発表１）特色ある学校づくりをめざして（２００４．８）石川県高等学校長協会研究協議会２）新しいタイプの高校の発足と開校初年度の取り組み（２００４．１０） 北信越地区高等学校長会研究協議会３）金沢西高校の家庭科教育の現状と課題（２００９．７） 平成２１年度北信越家庭科校長会研究協議会講演１）七尾東雲高校がめざす教育（２００４．９．２８）七尾ロータリークラブ９月例会講話２）七尾東雲高校創立後３年をかけた教育活動の成果（２００７．４．１７） 七尾ロータリークラブ４月例会講話
／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／退任  2018.02.05 17.27.25  Page 217 
－２１８－
／営業別／北野／北陸学院大学／研究紀要１０号　２０６０７／本文／退任  2018.02.05 17.27.25  Page 218 
